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（エックス線の管理に関する知識）

間　1　工業用エックス線装置のエックス線管及びエックス

撥の発生に関する次の記述のうち、正しいものはどれ

か。

（1）ェックス線管の内郭には、効率的にエックス線を

発生させるためにアルゴンなどの不活性ガスが封入

されている。

（2）陽極のターゲットはエックス線管の柚に対して斜

めになっており、エックス線が発生する領域である

実焦点より、これをエックス線束の利用方向から見

た実効焦点の方が大きくなるようにしてある。

（3）エックス線管の管電流は、陰極から陽極に向かっ

て流れる。

（4）陽極のターゲットに衝突する直前の電子の運動エ

ネルギーは、管電圧の2乗に比例する．

（5）陽極のターゲットに衝突する電子の運動エネルギ
ーがエックス鮒こ変換される効率は、管電圧とター

ゲット元素の原子番号の積に比例する。

間　2　特性エックス線に関する次の記述のうち、正しいも

のはどれか。

（1）特性エックス線の波長は、ターゲット元素の原子

番号が大きくなると長くなる。

（2）樅エックス線は、連続スペクトルを示す。

（3）管電圧が、K系列の特性エックス線を発生させる

のに必要な最小値であるK励起電圧を下回るときは、

他の系列の特性エックス線も発生することはない。

（4）K殻電子が電離されたことにより特性エックス線

が発生することをオージ正効果という。

（5）K系列の特性エックス線は、管電圧を上げると強

度が増大するが、その波長は変わらない。

間■　3　エックス線装置について、次のAからDのように条

件を変化させるとき、発生する連続コ仁ツクス線の全強

度を大きくするもののすべての組合せは（1）～（5）の

うちどれか。

A　管電流は一定にして、管電圧を2倍にする。

B　管電圧は1／2にして、管電流を2膚にする。

C　管屯圧は2倍にして、管電流を1／2にする。

D　管電圧及び管電流は一定にして、ターゲットを

原子番号のより大きな元素にする。

（1）A．B

（2）A．B．D

（3）A．C，D

（4）も，C

（5）C，D

間　4　エックス線と物質との相互作用に関する次の記述の

うち、正しいものはどれか。

（1）光電効果が起こる確率は、入射エックス線のエネ

ルギーが高くなると大きくなる。

（2）光電効果によって原子から放出される光電子の運

動エネルギーは、入射エックス線のエネルギーより

小さい。

（3）コンプトン効果により散乱するエックス線の散乱

角は、0～900の問に分布する。

（4）コンプトン効果により散乱したエックス線の波長

は、入射エックス線の波長に等しい。

（5）エネルギーが0．5～lMoVのエックス線は、主に

電子対生成によって滅弱する。



間　5　単一エネルギーで太い線束のエックス井が物体を透

過するときの減弱式における再生係数（ビルドアップ

係数）βを表す式として、正しいものは（1）～（5）の

うちどれか。

ただし、′タ、′Sは、次のエックス線の強度を表す

ものとする。

′p：物体を直進して透過し、測定点に到達した

透過縁の強度

′S：物体により散乱されて、測定点に到達した
散乱線の強度

（1）β＝

（2）月■＝

／p

′p＋′S

′S

′p＋′S

′S
（3）β＝－

Jp

（4）β＝

（6）βこ

Jp十′S

′S

′p＋′S

′p

間　6　工業用の一体形エックス線装置に関する次の文中の

⊂＝］内に入れるAからCの帝句の組合せとして、正
しいものは（1）～（5）のうちどれか。

r工業用の一体形エックス線装置臥［二重コ及び

エックス線管を一体としたエックス線発生器と⊂亘コ

との間を⊂亘コケーブルで接続する構造の装置であ

る。J

A

（1）高亀圧発生鰹

（2）管電圧調整柴

（3）高電圧発生器

（4）管電流調整等

（5）管電圧訝整器

B C

制御器　　　　　　低電圧

制御器　　　　　　高電圧

管亀圧調整器　　　高電圧

管亀圧調整器　　　低電圧

管穏流調整器　　　高電圧

エ，タス線A

2／5

開　7　エックス線を鋼板に照射したときの散乱線に関する

次の文中の⊂コ内に入れるAからCの語句の組合せ

として、正しいものは（1）～（5）のうちどれか。

r前方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が大きくな

るに従って⊂室コし、また、鋼板の板厚が増すに従っ

て⊂亘］する。

後方散乱線の空気カーマ率は、エックス線装置の影

になるような位置を除き、散乱角が大きくなるに従っ

て［二重コする。

A

（1）増加

（2）増加

（3）増加

（4）減少

（5）減少

湘　8　管理区域設定のための外部放射線の測定箇所の選定

に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）作業者が立ち入る区域で線軌こ最も近い箇所又は

遮へいの＃い箇所など、1¢m線量当量又は1m線

t当量率が最大になると予測される箇所を含める．

（2）作業者が常に作業している箇所を含める。

（3）壁などの構造物によって区切られた境界の近辺の

箇所を含める。

（4）位置によって測定値の変化が大きいと予測される

場合は、測定点を密にとる。

（5）測定点の高さは、作業床面上約1．5mの位置と

する。
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閑　9　単一エネルギーで細い線束のエックス線に対する鋼

板の半価眉が6mmであるとき、1／10価眉の値は

次のうちどれか。

ただし、18馳2＝0．89、10きe5＝1．61とする。

（1）　5mm

（2）10mm

（3）20mm

（4）30m

（5）40mm

開10　下図のように、エックス線装置を用いて鋼板の透

過写真撮影を行うとき、エックス線管の焦点から

41mの距離のP点における写真撮影中のl qn線量当

量率は0．2t¶Sv／bである。

エックス線管の焦点とP点を結ぶ直線上で焦点から

P点の方向に18mの距離にあるQ点を管理区域の境

界の外側になるようにすることができる1週間当たり

の撮影枚数として、最大のものは（1）～（5）のうちど

れか。

ただし、井出時間は1枚の撮影について150秒で

あり、3か月は13遇とする。

エックス線管
の焦点　●－

診一一…－エ…－…？トP
鋼板

（1）110枚／凋

（2）240枚／遇

（3）400枚／凄

く4）540枚／邁

（5）590枚／遇

工，ク鳩A
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（関係法令）

開11エックス線装置を用いて放射線業務を行う場合の管

理区域に関する次の記述のうち、法令上、正しいもの

はどれか。

（1）管理区域は、外部放射紺こよる実効線量が3か月

間につき3mSvを超えるおそれのある区域である。

（2）管理区域の設定に当たって、外郎放射線による実

効線量の算定は、ltm線量当量によって行う．

（3）管理区域には、放射線業務従事者以外の者が立ち

入ることを禁止し、その旨を明示しなければならな

い。

（4）放射線装置室内で放射線業務を行う場合、その垂

の入口に放射線装置壷である旨の標織を掲げたとき

は、管理区域を機動こより明示する必要はない。

（5）管理区域内の労働者の見やすい場所に、放射線業

務従事者が受けた外部被ばくによる線量の測定結果

の一定期間ごとの記録を掲示しなければならない。

間12．放射線業務従事者の被ばく限度と、その値との組合

せとして、法令上、正しいものは次のうちどれか。

ただし、いずれの場合においても、放射線業務従事

者は、緊急作美には従事しないものとする。

（1）男性の放射線業務従事者が受ける実効線量の限度
…・5年間に100mSv、かイつ、1年間に30m釦

（2）女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと

診断されたもの及び妊娠と診断されたものを除く。）

が受ける実効線量の限度……1か月間に2mSY

（3）男性の放射線業務従事者が皮膚に受ける等価線量

の降度…………………………1年間に500mSv

（4）男性の放射線業務従事者が眼の水晶体に受ける等

価線量の限度……・……・‥…・■1年間に300mSv

（5）妊娠と診断された女性の放射線業務従事者が腹部

表面に受ける等価線量の限度
…………‥t・・・・・t・・・妊娠中に3InSY



間13　エックス線装置を取り扱う放射線業務従事者が管理

区域内で受ける外部被ばくによる線量の測定に関する

次の文中の⊂＝取に入れるA及びBの語句の組合せ

として、法令上、正しいものは（1）～（8）のうちどれ

か。

「最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

手持であり、次に多い部位が頭・頚部である作業を行

う場合、男性又は妊娠する可能性がないと診断された

女性については亡を：］に、その他の女性については

⊂亘コに、放射線測定器を装着させて線量の測定を行

わなければならない。J

A

（1）胸部

（2）胸部及び帝・頸部

（3）手指及び胸部

（4）胸部及び頭・頚部

（5）手楓胸部及び頭・頚部

B

胸部及び腹郎

腹部及び萌・頸師

事揖及び腹部

胸臥腹部及び東・頚部

手指．腹部及び頭・頭部

開14　放射線業務従事者の実効線量の算定及び記録に関す

る次の文中の［＝コ内に入れるAからCの語句の組

合せとして、法令上、正しいものは（1）～（5）のうち

どれか．

r男性又は妊娠する可能性がないと診断された女性

（いずれも、5年間において、実効線量が1年間につき

20mSvを超えたことのないものを除く。）の実効線

量について臥［：亘コごと、1年ごと及び5年ごとの

合計を算定し、記録しなければならない。

女性（妊娠する可能性がないと診断されたもの及

び1か月間に受ける実効線量が1．7mSvを超える

おそれのないものを除く。）の実効線量については、

［二亘コごと、［互］ごと及び1年ごとの合計を算定し、
記録しなければならない．」

エアタス線A
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間15　エックス線装置を用いて放射線業務を行う作業場の

作業環境測定に関する次の文中の［＝コ内に入れるA

からCの語句の組合せとして、法令上、正しいものは

（1）～（5）のうちどれか。

「作薬場のうち管理区域に該当する部分について、

⊂互］以内（ェックス線装置を固定して使用する場合

において使用の方法及び遠へい物の位置が一定してい

るときは、ロコ以内）ごとに1臥足掛こ、作業環

境測定を行い、その都度、測定結果等一定の事項を記

徹し、ロ≡コ間保存しなければならない。」

間16　次のAからEまでの事項について、電離放射線障害

防止規則において、エックス線作業主任者の職務とし

て規定されているものの組合せは（1）～（5）のうちど

れか。

A　エックス線装置を用いて行う透過写真撮影の業

務に従事する労働者に対し、特別の教育を行うこ

と。

B　外掬放射線を測定するための放射線測定器につ

いて、1年以内ごとに校正すること。

C　放射線業務従事者の受ける線量ができるだけ少

なくなるように脾射条件等を調整すること。

D　作業環境測定の結果を、見やすい場所に掲示す

る尊の方掛こよって、管理区域に立ち入る労働者

に周知させること。

E　外部被ばく線量を軸定するための放射線瀾定器

が法令の規定に適合して装着されているかどうか

について点検すること．
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聞17　電離放射線障害防止規則に基づく電離放射線健康診

断の検査項目として規定されていないものは次のうち

どれか。

（1）皮弁の検査

（2）神経内科学的検査

（3）白内障に関する蝦の検査

（4）白血球数及び白血球百分率の検査

（5）赤血球数の検査及び血色素量又はヘマトクリット

値の検査

間18　故令に基づく次のAからDまでの記録等について、

原則として30年間保存しなければならないものすべ

ての組合せは（1）～（5）のうちどれか．

A　鴨井放射線健康診断個人票

B　管理区域に係る作業環境測定結果の紀録

C　外部被ばくによる線量の測定結果に基づき、法

定の期間ごとに算定した放射線業務従事者の線量

の記録

D　エックス線装置を用いて行う透過写真機影の業

務に係る特別教育の記録

（1）A，B．D

（2）A．C

（3）A．C，D

（4）B．C

（5）B．D

エアクス線A

5／5

間19　外郭放射線の防軌こ関する措置について、電離放射

線障害防止規則に違反しているものは次のうちどれか。

（1）装置の外側における外部放射線によるl血線量

当量串が20〝SY／hを超えないように遠へいされ

た構造のエックス線装置を、放射線装置垂以外の墓

に設置して使用している。

（2）エックス線装置を設置した放射線装置室について

は、速へい壁等の遮へい物を設け、労働者が常時立

ち入る場所における外部放射線による実効線量を

1週間につきlmSY以下にするよう管理しており、

平均して0．2～0．3mSvになっている。

（3）特定エックス線装置を使用して作業を行うとき、

照射僑又はしぼりを用いると装置の使用の目的が妨

げられるので、どちらも用いていない。

（4）照射中に労働者の身体の一部がその内部に入るお

それのある工兼用の特定エックス線装置について、

エックス線管に沈れる電流が定格管電流の2．6倍

に逢したときにエックス線菅回路が開放位になるよ

うに自動装置を設定して、透視の作業を行っている。

（5）管乱圧130kVのエックス線装置を放射線装置

室に設置して使用するとき、装置こ電力が供給され

ている旨を関係者に周知させる措置として、手動の

表示よrを用いている。

間20　エックス線装置による非破壊検査薬毒削こ従事する労

働者10人を含めて40人の労働者を常時使用する製

造業の事業場の安全衛生管理体側として、法令に違反

しているものは次のうちどれか。

（1）衛生管理者を、選任していない。

（2）総括安全衛生管理者を、選任していない。

（3）安全衛生推進者を、選任していない。

（4）産業医を、選任していない。

（5）衛生車員会を、設置していない。

（午前終り）



エ　コ′　ク．ス線作業主任者試験B
王クタス線B

l／5

（エックス線の測定に関する知識）

間　1放射線の量とその単位に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか．

（1）吸収線量は、間接電離放射線の照射により、単位

質量の物質に付与されたエネルギーで、単位として

SYが用いられる。

（2）カーマは、直接電＃放射線が物質中を通過する臥

その飛跡に沿った単位長さ当たりに付与されたエネ

ルギーで、単位はJ／mである。

（3）実効線量は、放射線防護の観点から定められた量

であり、エックス線などの光子の場合、照射線量l

C／短が実効線量l SYに相当する。

（4）等価線量は、人体の特定の組織・横券当たりの吸

収線生に、放射線の種類とエネルギーに応じて定め

られた放射線加重係数を乗じたもので、単位として

Svが用いられる。

（5）8V（電子ボルト）は、荷電粒子の電荷を表す単位

として使用され、l eVは約1．6×10‾」■，Cに相当

する。

間　2　放射線防護のための被ばく線量の算定に関する次の

文中の［：：：コ内に入れるAからCの藩句の組合せと

して、正しいものは（1）～（6）のうちどれか。

r朕の水晶体の等価線量は、放射線の種類及びエネ

ルギーに応じて、［二互コ又は⊂∈］のうちいずれか

適切なものにより算定する。

皮膚の等価線量臥中性子線の場合を除き［：亘コ

により算定する。

また、妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、腹・

大鼓師こおける［三二］により算定する。j

A

Icm線量当量

1m線量当主

3血縫当量

70pn線量当量

701暮n綴量当丑

B C

70匹傾膿当量1cm線量当土

701m線量当量　70pn線量当量

1∝n線圭当量　701m姐

l窃n線量当量1cm線量当量

1¢m線量当量　70匹l　量当土

問　3　放射線検出巻とそれに関係の深い事項との組合せと

して、正しいものは次のうちどれか。

（1）電離箱川・………・・…・・…・．・・…ガス増幅

（2）比例計数管……………………窒息現象

（3）GM計数管……………………グロー曲線

（4）半導体検出器…………・・‥…・・空乏眉

（6）シンチレーション検出器……G値

陶　4　GM計数管に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（1）GM計数管が放射線の入射により一度作勤し、一

時的に検出能力が失われた後、出力波高億が正常の

波高値に等しくなるまでに要する時間を回復時間と

いう．

（2）GM計数管の電離気体としては、通常アルゴンな

どの希ガスが用いられる．

（3）GM計数管には、放射紺こよって生じる放電を頬

時間で消滅させるため、消滅ガスとしてアルコール

などの有機ガス又は臭素などのハロゲンガスが少量

混入される。

（4）GM計数管では、入射放射線のエネルギーを分析

することができる。

（5）プラトーが長く、その傾斜が小さいプラトー特性

のGM計数管の方が、一般に性能が良い。



問　5　次のエックス線とその測定に用いるサーベイメータ

との組合せのうち、不適切なものはどれか。

（1）散乱線を多く含むエックス線
・…・…………・電離箱式サーベイメータ

（2）0．1pSY／b程度の低線量率のエックス線

………　シンチレーション式サーベイメータ

（3）200mSY／h穂度の高線量率のエックス線

……・電♯儀式サーベイメータ

（4）湿度の高い場所における100pSY几程度のエッ

クス線・・…　　　HH GM計数管式サーベイメータ

（5）10bV程度の低エネルギーのエックス線

………半導体式サーベイメータ

問　6　被ばく線量測定のための放射線測定単に関する次の

た述のうち、誤っているものはどれか。

（1）電＃箱式PD型ポケット線量計は、充電により先

騰がY字状に聞いた石英繊維が放射線の入射により

閉じてくることを利用した線量計である．

（2）光刺激ルミネセンス（OSL）線量計は、ラジオフ

ォトルミネセンスを利用した線量計で、検出素子に

は、フッ化yチウム又はフッ化カルシウムが用いら

れる。

（3）フィルムバッジは、写真乳剤を塗布したフイルム

を現像したときの異化度により被ばく線量を評価す

る測定器で、数種類のフィルタを通した濃度の変化

から、放射線の実効エネルギーを推定することがで

きる。

（4）半導体式ポケット線量計は、固体内での放射線の

電離作用を利用した線量計で、検出掛こはPN接合

型シリコン半導体が用いられている。

（5）電荷蓄積式（DIS）線上計は、電荷を蓄積する不

揮発性メモリ泰子（MOSFETトランジスタ）を電

離箱の構成要素の一都とした線量計で、線量の読み

取りは専用のリーグを用いて行う。

エアタス線B
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間　7　熱′レミネセンス線量計（TLD）と蛍光ガラス線量計

（RPLD）に関する次のAからDまでの紀連について、

正しいものの組合せは（l）～（5）のうちどれか。

A　素子として、TLDではフッ化リチウム、硫酸

カルシウムなどが、RPLDでは炭素添加酸化ア

ルミニウムなどが用いられる．

B　線量読み取りのための発光は、TLDでは加熱

により、RPLDでは緑色レーザー光照射により

行われる。

C　線量の読み取りは、RPLDでは繰り返し行う

ことができるが、TLDでは線量を読み取ること

によって素子から情報が消失してしまうため、1

回しか行うことができない．

D　素子の再利用は、RPLD、TLDのいずれも、

アニーリング処理を行うことにより可能となる。

（1）A，B

（2）A，C

（3）B，C

（4）B，D

（5）C．D

間　8　放射線の測定の用音別こ関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

（1）GM計数管で放射線を計数するとき、分解時間内

に入射した放射線は計数されないため、その分、計

測値が減少することを数え落としという。

（2）GM計数管の動作特性曲線において、印加電圧を

上げても計数率がほとんど変わらない範囲をプラト
ーといい、プラトー領域の印加電圧では、入射エッ

クス紺こよる一次竜軽量に比例した大きさの出力パ

ルスが得られる。

（3）気体に放射線を照射したとき、1個のイオン対を

作るのに必要な平均エネルギーをW値といい、気体

の種類にあまり依存せず、放射線のエネルギーに応

じてほぼ一定の借をとる。

（4）放射線の線量率が変化するとき、測定半の指示健

が最終の底を示すまでの時間を時定数といい、時定

数が長ければ指針のゆらぎは大きい。

（5）測定器の指針が安定せず、ゆらぐ現象をブコ三一一デ

インクという。



問　9　ある放射線測定串を用いて亡秒間放射線を測定し、

計数値〃を得たとき、計数率の標準偏差（甲）を表す

ものは、次のうちどれか。

（1）イ万

（2）何と

（3）㌦帝7

（4）侃f2

（5）〝P

冊10　標準線源から1mの腰掛こおいて、電離箱式サーベ

イメータの積算モードでの改正を行ったところ、指針

が目盛りスケール上のある日盛りまで振れるのに18

秒かかった。この目盛りの正しい値は次のうちどれか。

ただし、この標準線源から1mの距齢こおけるl qn

線量当量率は3mSv／hとする。

（1）10pSY

（2）15pSY

（3）30pSY

（4）4511Sv

（5）60PSv

エアタス線B
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（次の科目が免除されている方は、間11～間20は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影書に関する知識）

間11放射線感受性に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（1）細胞分裂の周期の中で、S期（DNA合成期）初期

は、S期後期より放射線感受性が高い。

（2）細胞分裂の周期の中で、S期（DNA合成期）後期

は、M期（分裂期）より放射線感受性が高い。

（3）細胞分裂の周期の中で、G．期（DNA合成準備期）

後期は、G2期（分裂準備期）初期より放射線感受性

が低い。

（4）細胞に放射線を照射したときの線量を横軸に、細

胞の生存率を縦ヰ削ことってグラフにすると、ほとん

どの哺乳動物細胞では指数関数型となる。

（5）平均数死線量は、細胞の生存率曲射こおいて、そ

の細胞集団のうち半数の細胞を死滅させる線量で、

細胞の放射線感受性の指標とされる。

間12　エックス線の直接作用と間接作用に粛する次の記述

のうち、正しいものはどれか。

（1）エックス線光子と生体内の水分子を構成する原子

との相互作用の結果生成されたラジカルが、直接、

生体高分子に損傷を与える作用が直接作用である。

（2）ェックス擦光子によって生じた二次電子が、生体

高分子の電離又は励起を行い、生体高分子に損傷を

与える作用が間援作用である。

（3）ェックス線のような低LET放射線が生体に与え

る影響は、間接作用によるものより直接作用による

ものの方が大きい。

（4）生体中にシステイン、システアミンなどのSH基

を有する化合物が存在すると放射線効果が軽減され

ることは、主に直接作用により説明される。

（5）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量のエックス

線を照射するとき、酵素の濃度が減少するに従って

酵素の全分子のうち不活性化される分子の占める割

合が増加することは、間接作用により説明される。



間13　放射線感受性に関する次の記述のうち、ベルゴ二一・

トリボンドーの法則に従っていないものはどれか。

（1）リンパ球は、骨髄中だけでなく、末梢血液中にお

いでも感受性が高い。

（2）皮膚の基底細胞層は、角質層より感受性が高い。

（3）小腸の腺裔細胞（クリプト細胞）は、絨毛先端部の

細胞より感受性が高い。

（4）骨組織は、一般に放射線感受性が低いが、小児で

は比較的高い。

（5）神経組織からなる脳の放射線感受性は、成人では

催いが、胎児では高い時期がある。

間14　人体の組織・器官を放射線感受性の高い方から瀬に

並べたものは次のうちどれか。

（1）生殖腺、甲状腺、骨髄

（2）甲状腺、生殖腺、骨髄

（3）骨髄、神経組織、甲状腺

（4）甲状腺、骨髄、神経組織

（5）骨髄、甲状腺、神経組織

ユタタス線B

4／5

間15　放射線が生体に与える影響と被ばく線量との関係に

関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）確定的影響では、被ばく線量と影響の発生率との

関係が比例関係にある。

（2）確率的影響では、被ばく線量と影響の発生率との

関係がシグモイド曲線で示される。

（3）確定的影響では、障害の重篤度は被ばく線量に依

存する。

（4）しきい線量は、確率的影響には存在するが、確定

的影響には存在しない。

（5）確定的影響の程度は、実効線量により評価される。

向16　放射線による遺伝的影響に関する次のAからDまで

の記述について、正しいものの組合せは（1）～（5）の

うちどれか。

A　遺伝的影響の原周となる生殖細胞の突然変異に

は、遺伝子突然変異と染色体異常がある．

B　小児が被ばくした場合にも、遺伝的影響が生じ

る可能性がある。

C　遺伝的影軌ま、確定的影響に分類される。

D　放射線照射により、突然変異率を自然における

値の2倍にする線量を倍加線量といい、そのせが

大きいほど遺伝的影響は起こりやすい，

（1）A．B

（2）A，C

（3）B，C

（4）B，D

（5）C．D



開17　生物学的効果比（RBE）に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（1）RBEは、次の式で定義される．

RBE　＝

ある生物学的効果を引き起こす
のに必要な基準放射線の吸収線量

同一の効果を引き起こすのに
必要な対象放射線の吸収線量

（2）RBEを求めるときの基準放射線には、伽coのベ
ータ線を用いる。

（3）エックス線は、そのエネルギーの高低にかかわら

ず、RBEが1より小さい。

（4）RBEの値は、同じ線質の放射線であれば、着日

する生物学的効果、線量串などの条件が異なっても

変わらない。

（5）RBEは放射線の線エネルギー付与（LET）に依

存しており、どのような生物学的効果であっても、

l MeVルm付近のLET値をもつ放射線のRBE

のせが最大である。

間18．組織加重係数に関する次のAからDまでの記述のう

ち、正しいものの組合せは（1）～（5）のうちどれか。

A　組織加重係数は、各臓器・組織の確率的影弓削こ

対する相対的な放射線感受性を表す係数である。

B　組織加重係数が最も大きい組織・臓尊は、脳で

ある。

C　組織加重係数は、どの組織・傲岸においても1

より小さい。

D　被ばくした組織・臓拳の平均吸収線量に組織加

重係数を兼ずることにより、等価線量を得ること

ができる。

（1）A，B

（2）A，C

（3）B．C

（4）も，D

（5）C，D
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問19　放射線によるDNAの損修と修復に関する次のAか

らDまでの記述について、正しいものの組合せは（1）

～（5）のうちどれか。

A　放射線によるDNA損傷には、塩基損傷とDNA

鎖切断があるが、エックス線のような間接毛脛放

射線では、塩基損傷は生じない。

B DNA鎖切断のうち、二重らせんの片方だけが

切れる1本鎖切断の発生頻度は、両方が切れる

2本鎖切断の発生頻度より高い。

C　細胞にはDNA損傷を修復する機能があり、修

復が誤りなく行われれば、細胞は回復する。

D DNA鎖切断のうち、2本鎖切断はDNA鎖の

組換え現象が利用されるため、1本鎖切断に比べ

て容易に修復される。

問20　胎内被ばくに関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（l）着床前き削こ被ばくして生き残った胎児には、出生

後、精神発達遅滞がみられる。

（2）胎内被ばくのうち、奇形の発生するおそれが最も

大きいのは、胎児期の被ばくである。

（3）胎内被ばくにより胎児に生じる奇形は、確定的影

響に分類される。

（4）器官形成期の被ばくは、奇形を起こすおそれはな

いが、出生後、身体的な発育遅延が生じるおそれが

ある，

（5）胎内被ばくを受け出生した子供にみられる発育遅

延は、遺伝的影響である。

（終　り）
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